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�ɽ$$$の໾ׂ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1��
�ɽ$$$開ઃՊ໨ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1��
�ɽ学生のϘランティアɾࣾ会ݙߩ活動　　　　　　　　　　　
　　�����学生の自ओ企画事業
　　　　　　ɾ౦日本େ਒ࡂ支ԉ活動 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1��
　　　　　　ɾऀྸߴʷࢠどもୡを「りんく」�さͤる地域෱ࢱ活動�����������������������������������
　　　　　　ɾ名౦۠人ݖଚॏのまちͮくり事業 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1��
　　　　　　ɾながくてେ学生ごみ減量ϓϩジェクτ「/B�(PNJ」　　　　　　　　　　　
　　　　　　ɾτϤλंମ᷂ओ࠵�োがいࣇとのަྲྀイϕンτ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1��
　　　　　　ɾデンιʔグルʔϓϋʔτフルまつり　　　　　
　　　　　　ɾ಺ֳ෎国際੨年育੒事業　Ѫ知ݝडけೖれϓϩグラϜ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 1��
　　　　　　ɾ名古屋コʔνンもりあ͛ୂ　　　　　　　
　　�����学಺ॿ੒事業「νϟレンジフΝンド」ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1���
�ɽ����年౓�活動実੷
　　　　　　ɾカレンμʔ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1���
　　　　　　ɾ$$$学生スλッフの活動 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1���
　　　　　　ɾ$$$企画 ����「環境サϩン」ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1���
　　　　　　ɾニϡʔζレλʔ「コラϘ通৴」ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1���

C ontents
　　　　国੶、言葉、จԽ、ੑผ、年ྸ、োがいなどޓいのҧいをਖ਼しく知り、
とೝめて生きるʕʕͩࡏいが生かし、生かされ߹うଘޓ　　　　　　　　　　　　　　　　

　Ѫ知॔ಙେ学のཧ೦「ҧいをڞに生きる」に込められた思いをडけ͙ܧコϛϡニティɾコラϘレʔ
ションηンλʔ（̘̘̘）は、「地域にࠜ͟し、ੈ քに開く」という࢟੎で、学生の実ફྗを育む「教育」
と、学生の自ओ活動を支える「支ԉ」にऔり૊んでいます。
　学生一人ͻとり、ًくੑݸやະ来を୓くྗを持っています。そのେきなύϫʔを地域での「ମ験」
や「実感」を通してҾき出すのが、̘ ̘̘の໾ׂ。学外のさま͟まなコϛϡニティとの࿈ܞをڧめ、
地域ࣾ会とେ学の活ੑԽをਤること、そして、これからࣾ会΁Ӌばたく学生たちの視野を広͛、人
間ྗやࣾ会人ྗૅج、生きるྗを育むことをめ͟しています。̘ ̘̘から地域、ࣾ会、ੈք΁ඈび出
した学生は、さま͟まな人とަྲྀをਂめながらڞに活動し、「ҧいをڞに生きる」ࣾ会の実現に޲け
た৽たな෩を࣍ʑとىこしています。
　本ࢠ࡭では、�����年౓、学生が地域の༷ʑな活動を通して得た学びの一部をごใࠂします。̘ ̘
̘を通して活動するそれͧれのஂମ、૊৫とのڠಇをまとめ、গしでもશମ૾が見えるようฤूし
ました。学生の活動は多ذにわたりますが、本ࢠ࡭を通して、学生たちの೤意を感じていたͩけれ
ば޾いです。

I ntroduction

　この౓は「����年౓̘̘̘活動ใࠂॻ」をखにとっていたͩき、ありがとうご͟います。
　学生たちの૝いを地域΁広͛、େきなՖとして࡙かͤたい。こうした৴೦のもと、����年に̘̘̘
が開ઃされてから̓年、多くの学生たちが地域での活動にओମ的にνϟレンジするようになりまし
た。ಛに ���� 年౓には、持続可能な開発のための教育（̨̙̚）にؔするϢネスコ会議がѪ知ɾ名
古屋で ���� 年 �� ݄に開࠵されるにあたり、学಺外で̨̙̚に対する意識をߴめたऔ૊みを学生が
自ओ的にల開し、ܧ続的にऔり૊みました。
　このような「૝い」を「かたち」にしていくことでମ得した学びの一部をこの一࡭にまとめました。
　私どものऔ૊みにごࢍಉいたͩき、ੈ࣍୅を୲う学生にوॏな学びの場をごఏڙいたͩきました
地域の皆༷には、վめて৺よりおྱਃし্͛るとともに、今後のごࢦಋ、ごྗڠのఔ、よΖしくお
願いਃし্͛ます。

社会とともに、未来をともに。

M essage

コミュニティ・コラボレーションセンター
センター長　ブイ チ トルン
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CCC の໾ׂ１ CCC ։ઃ科໨２
　CCC では、社会貢献活動に学生がஈ֊的にチャレンジできるよう、तۀを開講しています。こうしたतۀを
通して地域や社会へ一歩踏み出した学生は、自ら考え、行動する実践ྗを高めていきます。

　CCC は、学生の実践ྗを育Ή「教育」と学生の自ओ活動をԠԉする「ࢧԉ」の̎つを࣠に、学生が「文化」「世代」
「地域」「社会」のҧいや多༷なՁ஋؍に共ײし、自ݾを੒長さͤる「生きた学び」がಘられるようにサϙート
しています。

　۩ମ的には、学生のྗをඞཁとしている地域・ۀا・自࣏ମ・N10・N(0・教育ػ関との出会いをコーディネー
トし、学生のࢥいを実際の活動へと݁びつける橋౉しをしています。さらに、学生たちが活動தにࠔ೉な事ଶ
や՝୊に直໘したとき、自分自身で౴えをಋき出ͤるように考えるྗをҾき出すサϙートをେ੾にしています。

ೖ໳ボランςΟΞ

　地域での実践事ྫを通して地域の՝୊を஌り、
ボランティア活動の「ັྗ」を学び、「ࢀ加」につ
な͛ることをめ͟します。༷ʑな分野で活༂する
地域の方ʑから事ྫをおฉきし、身近なとこΖか
らできるボランティアを実ࢪします。

খ島 ঵ඒ ઌੜ・橋ຊ ޿٢ ઌੜ

োが͍者ࢧԉボランςΟΞೖ໳

ԉٕࢧやௌ֮にোがいのある人への֮ࢹ、ମࢶ　
ज़として、Ҡ動ࢧԉ（ंイス）、ख話、ϊートテイク、
パιコンテイクを学びます。さま͟まなࢧԉٕज़
に;れることで、෯広くোがいのある人への理ղ
を深め、ࢧԉをඞཁとしている人へのࢧԉ活動に
つな͛ていきます。

઒ 文子 ઌੜࠇ

コϛュニςΟ・サービスラーニンάʢᶗʣʙʢᶜʣ

　行੓などとڠಇし、世界共通のアイコン（ֆ文ࣈ）を活༻した環境マップ（グリーンマッ
プ）づくりのاը・ӡӦを通じて、地域が๊える՝୊とͦのղܾ方๏を考えていきます。
　2013年度は、長ٱखࢢ内の小学ߍに通う子どもୡと一ॹに、߳ 流川流域をնり、グリー
ンマップを作੒しました。

খ島 ঵ඒ ઌੜʢᶗʣ·ͪͮくり

加し、学内の講ٛと学外での実践を通してＣ̨̧活動のॏཁੑをࢀըཱҊにاの社会貢献活動・Ｃ̨̧活動のۀا　
मಘします。
　2013 年度はञ଄Էऀۀと࿈ܞし、日ຊञීٴのためのاըఏҊを実ࢪしました。
ըཱҊاし、学生̏グループがͦれͧれࢪまり、֘౰分野のマーέティングを実࢝人の講ԋをฉくことからۀا　
しました。また、اըҊを୲౰ۀاઌで発දし、ݱ実化できるاըについて࠾୒して௖きました。

খྛ ࡾଠ࿠ ઌੜʢᶘʣ企ۀの̨̧̘ ಈ׆

　日ຊޠ学शࢧԉ（地域の日ຊޠ教室౳）の໾ׂや方๏を学び実践することを通して、ࡏ
ॅ外国人を取りרく地域社会や日ຊޠ学शࢧԉのݱঢ়・՝୊への理ղを深めます。
　2013 年度は、一ൠの人に日ຊޠボランティアを஌ってもらうاըを実ࢪした΄か、名
古屋Ϟスクにདྷるムスリムの方ʑをର৅にしたものなど、༷ʑな日ຊޠ学शࢧԉに取り組
みました。

日ஔ ཅ子 ઌੜʢᶛʣ日ຊޠ学शࢧԉ

　自分たちの「食」を;りฦりながら、ͦのपลにある༷ʑな環境に関する理ղとೝ識を
深めます。2013 年度は、名古屋ࢢ೶ۀセンターと࿈ܞし、食の生࢈にܞわる人たちの૝
いに৮れながら、センターのݯࢿを活かしたϫークショップ౳をاը・実ࢪし、自分たち
の学びを地域の方ʑと共有しました。

খૣ઒ ਅҥ子 ઌੜʢᶜʣ৯と環境

　地域での福祉実践へのࢀ加を通し、地域福祉のݱঢ়と՝୊について学びます。
　2013 年度前期は、社会福祉๏人 5655I の作ݱۀ৔（名౦۠・コープあいちリサイク
ルセンターなど）でোがいをもつ若ऀたちと一ॹにಇくことを通し、োがいをもちながら
も明るく元気にಇく人たちと交流し、理ղを深めました。
　2013 年度後期は、「コープくらしたすけあいの会」のྗڠ会員（ԉॿऀ）と共に、ઍ
छ۠での高ྸऀのՈ事ԉॿやհॿ、子どもたちの保育Ԃૹܴなどにࢀ加し、地域で฻らす
高ྸऀや子育てՈఉ、またԉॿऀと実際に৮れ、地域での生活՝୊を学びました。

橋ຊ ޿٢ ઌੜʢᶚʣ஍Ҭ෱ࢱ
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খ島 ঵ඒ ઌੜʢᶗʣ·ͪͮくり

加し、学内の講ٛと学外での実践を通してＣ̨̧活動のॏཁੑをࢀըཱҊにاの社会貢献活動・Ｃ̨̧活動のۀا　
मಘします。
　2013 年度はञ଄Էऀۀと࿈ܞし、日ຊञීٴのためのاըఏҊを実ࢪしました。
ըཱҊاし、学生̏グループがͦれͧれࢪまり、֘౰分野のマーέティングを実࢝人の講ԋをฉくことからۀا　
しました。また、اըҊを୲౰ۀاઌで発දし、ݱ実化できるاըについて࠾୒して௖きました。

খྛ ࡾଠ࿠ ઌੜʢᶘʣ企ۀの̨̧̘ ಈ׆

　日ຊޠ学शࢧԉ（地域の日ຊޠ教室౳）の໾ׂや方๏を学び実践することを通して、ࡏ
ॅ外国人を取りרく地域社会や日ຊޠ学शࢧԉのݱঢ়・՝୊への理ղを深めます。
　2013 年度は、一ൠの人に日ຊޠボランティアを஌ってもらうاըを実ࢪした΄か、名
古屋Ϟスクにདྷるムスリムの方ʑをର৅にしたものなど、༷ʑな日ຊޠ学शࢧԉに取り組
みました。

日ஔ ཅ子 ઌੜʢᶛʣ日ຊޠ学शࢧԉ

　自分たちの「食」を;りฦりながら、ͦのपลにある༷ʑな環境に関する理ղとೝ識を
深めます。2013 年度は、名古屋ࢢ೶ۀセンターと࿈ܞし、食の生࢈にܞわる人たちの૝
いに৮れながら、センターのݯࢿを活かしたϫークショップ౳をاը・実ࢪし、自分たち
の学びを地域の方ʑと共有しました。

খૣ઒ ਅҥ子 ઌੜʢᶜʣ৯と環境

　地域での福祉実践へのࢀ加を通し、地域福祉のݱঢ়と՝୊について学びます。
　2013 年度前期は、社会福祉๏人 5655I の作ݱۀ৔（名౦۠・コープあいちリサイク
ルセンターなど）でোがいをもつ若ऀたちと一ॹにಇくことを通し、োがいをもちながら
も明るく元気にಇく人たちと交流し、理ղを深めました。
　2013 年度後期は、「コープくらしたすけあいの会」のྗڠ会員（ԉॿऀ）と共に、ઍ
छ۠での高ྸऀのՈ事ԉॿやհॿ、子どもたちの保育Ԃૹܴなどにࢀ加し、地域で฻らす
高ྸऀや子育てՈఉ、またԉॿऀと実際に৮れ、地域での生活՝୊を学びました。

橋ຊ ޿٢ ઌੜʢᶚʣ஍Ҭ෱ࢱ
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学ੜのボランςΟΞ・ࣾձ׆ݙߩಈ３

　����年౓より「なごやであそびୂ」が౦日本େ਒ࡂによりѪ知ݝにආ೉してきたࢠどもたちとอऀޢの方ʑを対৅に、「名
古屋のັྗあ;れる場ॴでおもいっきり༡΅う」をテʔϚに、ܧ続的に活動をしています。また ���� 年౓からは、ආ೉し
てきたࢠどもたちと名古屋ۙ߫にॅむࢠどもたちのަྲྀの場ͮくりを໨的として「う͌るく 	XJUI�ʴ�XBML
」というஂମが
݁੒され、「なごやであそびୂ」とڠಇしながら活動を進めています。

　����年౓より、名古屋ࢢനۚࣇಐؗ、名古屋ࢢত࿨۠ࣾ会෱ڠࢱ議会、Ѫ知॔ಙେ学�学生ஂମ「りんく」の３ஂମ
において、地域のإがみえるؔͮ܎くりを໨的とした事業「コϛϡカフェ」を行っています。େ学生、地域のऀྸߴと
。について話し߹いをしていますࢠઅ行事を通してަྲྀをਂめ、またനۚのまちの༷قどもたちが昔ջかしいあそびやࢠ
ক来、ࢠどもୡが自વにऀྸߴの皆さんを支えられるようなまちͮくりを໨ࢦしています。

者ྸߴ ʷ 子Ͳ΋ୡΛ「りΜく」ͤ͞る ஍Ҭ෱׆ࢱಈ

　名౦۠とのڠಇで、名౦۠にॅむऀྸߴやোがいऀ、外国人、ࢠどもなど、༷ʑな方がڞに
生き、すべての人がಉじ۠ຽとしてେ੾にされるまちͮくりの意識をܒ発するため、名౦۠人
。されましたࢪଚॏのまちͮくり事業「めいとうˑといΖʙカルλを作Ζう！ʙ」が企画ɾ実ݖ
　౰日（����年 �݄��日）は、名౦۠にॅむ਌ࢠ��名と、名౦۠で༷ʑな活動をするஂମ
のみなさんと、Ѫ知॔ಙେ学のେ学生が一緒に、おޓいのੑݸがଚॏされるまち΁の願いを込
めて、「めいとうˑといΖカルλ」を作੒しました。

໊౦۠ਓݖଚॏの·ͪͮくりۀࣄ「Ί͍と͏˒と͍ΖʙカϧタΛ࡞Ζ͏ʂʙ」

　௕ٱखࢢとのڠಇで、ϝディアϓϩデϡʔス学部の学生をத৺に、ࢢຽによるごみ減量౳のऔり૊
みを活ੑԽし、ごみ減量に繋͛るための活動を行っています。���� 年౓の本֨実ࢪに޲けて、学部
のઐ໳ੑを活かしたΏるキϟラ作੒とそれを活༻したܒ発ϓϩグラϜをݕ౼しています。���� 年 �
݄の「ながくて環境フェア」では、活動をใࠂしたଞ、ࢢຽの方ʑからΏるキϟラのҊをืूするϒʔ
スを出లし、ࢢຽとのަྲྀをਂめたことで、今後の活動にࢿするアイデアを得ることができました。

౦日ຊେ਒ࢧࡂԉ׆ಈ

ながくͯେ学ੜ͝Έྔݮプロジェクτ「/B�(PNJ」

ビジネス学科 � 年　中઒ ༝༗・交流文化学科 � 年　Ԙ࡚ ະདྷ
　「े人े৭」のように、「みんなҧって、みんないい」。そして、そのҧいを生かして、一人ͻとりが
େ੾にされるまちになればいいな͊という૝いを込めて、「めいとうˑといΖ」を企画しました。
　౰日はみんなが作った৭とりどりのૉఢなカルλや、ݩ気いっͺいのカルλେ会の༷ࢠを見ること
ができ、私たちେ学生も、名౦۠のみなさんと、とてもָしく、温かな時間をաごすことができました。

໊౦۠໾所 ·ͪͮくりਪਐࣨ　加౻ ن޹ ༷
　౰ॳ、人ݖଚॏのまちͮくり事業のҕୗの話をѪ知॔ಙେ学の学生さんに持っていくとき、どのような企画になるͩΖうかと
いうظ଴と、自分のようなएഐऀがྑい事業にできるͩΖうかというෆ҆の྆方をもっていました。しかしながら、自ら企画を
考え、ओମ的に行動する学生さんの࢟をみて、本౰にૉ੖らしいなあと感৺するとともに、きっとྑい事業になるͩΖうという
。଴が๲らんでいきましたظ
　そして、౰日は、明るくはつらつと会場ӡӦする学生さんやϘランティアஂମの皆༷の࢟に৮発されたかのように、会場のง
ғ気はどんどんྑくなり、参加された۠ຽの皆༷も自વとসإがこ΅れるようになるのが見てऔれました。できあがった「めい
とうˑといΖカルλ」や࠷後のه೦ࡱӨの写真を見ても分かるように、本౰にָしく、ૉ੖らしい事業となりました。
　企画からܞわってくͩさった学生さんをはじめ、ごྗڠくͩさったϘランティアஂମの皆༷、参加された۠ຽの皆༷、そして
Ѫ知॔ಙେ学$$$の皆༷には、৺から感ँਃし্͛ます。本౰にありがとうご͟いました。

ʲ学生の声ʳ

ਓؒ৘ใ学科２年　҆౻ ༎࠸
　ॳめてのࢼみで、४උもେมでෆ҆
なこともありました。でも、イϕンτ
தࢠどもたちはみんなসإで༡びまわ
り、おผれの時にはؼりたくないとま
で言ってくれたので、本౰にやってྑ
かったと思います。これからもࢠども
たちをসإにできるような活動を続け
ていきたいです！

ʲ学生の声ʳ

৺ཧ学科３年　খ઒ ࣿ໵加
　はじめは、ࢠどもたちやऀྸߴの方ʑとの઀し方に
とまどいましたが、ճ数をॏͶるごとにଧちղけてい
きました。ऀྸߴの方にも活動の意ٛをཧղしていた
ͩいており、今ではコϛϡカフェの開࠵をָしみにし
てくͩさる੠も多く、やりがいを感じています。ࢼ行
の࿈続ですが、஥間や後ഐとָしくऔり૊んでいޡࡨ
ます。来年౓は、今年౓出来た「إの見えるؔͮ܎くり」
から一า進んで、ࢠどもୡが自ओ的にऀྸߴの皆さん
にؔわりたいと思えるような場໘ͮくりを行っていく
༧ఆです。

ʲ学生の声ʳ

നۚࣇಐؗ　ాࢁ ஌ߦ ༷
　「りんく」のみなさんは、ࢠどもたち、お年دりの྆ऀか
らとても人気があります。ࣇಐؗ৬һではなかなかできない
งғ気ͮくりや企画の進行は、やはりେ学生のみなさんͩか
ら੒ͤる業ͩと思います。
「りんく」の今後の活༂に
とてもظ଴しています。ক
来、୭もがॿけ߹ってաご
ͤるനۚのまちを一緒に
૑っていきましΐう！

３ʵ̍ɽ学ੜのࣗओ企画ۀࣄ

ʲ஍Ҭのํの声ʳ

さんと一緒にָ࢞どもが、おܑさんやおࢠ　
しくաごすことができて、とてもྑかったで
す。私もリフレッシϡできて、明日からがん
ばれそうです！いつもありがとうご͟います。

ʲ஍Ҭのํの声ʳ

ϝσΟΞプロσュース学科２年　ޱࢁ ཟ
　普段のϛʔティングでは、時間を๨れる΄どϝンόʔとָしく話し߹っています。੍作や
ごみॲཧのษڧにもなります。「/B�(PNJ」がϒʔスを出లした௕ٱखࢢのイϕンτでは、
多くのࢢຽの方とؔわることができ、とてもָしい時間をաごしました。今後も、Ώるキϟ
ラを使ってのごみ減量にऔり૊んでいきます。

長久手ࢢ໾所環境՝　Ԟଜ म一 ༷
　௕ٱखࢢ໾ॴ環境՝では、���� 年౓からの一ൠഇغ෺ॲཧج本ܭ画（ごみをどのように減らしていくかをܭ画したもの）を
のごみ減量について考えてみようということになり、Ѫ知॔ಙେ学におࢢखٱఆしていました。そのதで、େ学生とともに௕ࡦ
੠ֻけさͤていたͩきました。Ѫ知॔ಙେ学とのϓϩジェクτは、まず学生としてԿができるかという఺を考えることから࢝ま
りました。そして、今ճ、このϓϩジェクτにूまった学生の皆さんのಛ௃を生かし、௕ٱखࢢのごみ減量を̧̥するための「Ώ
るキϟラ」を作ることになりました。
　ϓϩジェクτを進めるதで学生の皆さんが「Ώるキϟラ」を調べ、その໨的やഎܠを୳ることによって、今ճ作るキϟラクλʔ
を҆қに作らず、ࢢ໾ॴ環境՝の思いなどにも഑ྀし作੒にऔり૊んでいるその࢟に感ँし、また、学生さんからҲれ出るύϫʔ
を感じています。ϓϩジェクτの活動としては、����年 �݄に実ࢪした「ながくて環境フェア（ࢢओ࠵による）」のதでϓϩジェ
クτνʔϜのϒʔスを企画し、ࢢຽの方から「Ώるキϟラ」のアイデアをืूしたり、自分たちの活動をステʔジ発දするなど
いよいよ本֨的になってきました。
　今後も、「Ώるキϟラ」׬੒、そして、࣍のステッϓに޲けて、ともにྗڠしてऔり૊んでいきたいと思っています。一緒に
。ுりましΐうؤ

ʲ学生の声ʳ

ʲ஍Ҭのํの声ʳ

ʲ参加したอऀޢのํのײ
૝ʳ

どもୡのࢠとऀྸߴ
が見えるإ
くりͮ܎ؔ

、୐を๚Ͷてऀྸߴどもୡがࢠ
自વにおख伝いできる
支えあうことができるまちͮくり

の方にؔわりたऀྸߴどもୡが自ओ的にࢠ
くなる場໘ͮくり
どもୡにお願いがでࢠの方が地域のऀྸߴ
きる場໘ͮくり

�݄��日（日）
�݄�日（ۚ）ʙ ��日（౔）
�݄��日（౔）
��݄�日（日）
��݄��日（日）

։࠵೔ ໊ۀࣄ Ճऀ਺ࢀ
なごやであそびୂ「౦ࢁ動২෺Ԃに行こう！」
なごやであそびୂ「おとまり会をしよう！」
う͌るく「サϚʔキϟンϓをしよう！」
なごやであそびୂ「େ学ࡇ΁行こう！」
なごやであそびୂʷう͌るく「クリスϚス会をしよう！」

��Ո଒ ��名
� ̔Ո଒ ��名
��Ո଒ ��名
� ̑Ո଒ ��名
��Ո଒ ��名
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ʲ学生の声ʳ

നۚࣇಐؗ　ాࢁ ஌ߦ ༷
　「りんく」のみなさんは、ࢠどもたち、お年دりの྆ऀか
らとても人気があります。ࣇಐؗ৬һではなかなかできない
งғ気ͮくりや企画の進行は、やはりେ学生のみなさんͩか
ら੒ͤる業ͩと思います。
「りんく」の今後の活༂に
とてもظ଴しています。ক
来、୭もがॿけ߹ってաご
ͤるനۚのまちを一緒に
૑っていきましΐう！
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ʲ஍Ҭのํの声ʳ
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੠ֻけさͤていたͩきました。Ѫ知॔ಙେ学とのϓϩジェクτは、まず学生としてԿができるかという఺を考えることから࢝ま
りました。そして、今ճ、このϓϩジェクτにूまった学生の皆さんのಛ௃を生かし、௕ٱखࢢのごみ減量を̧̥するための「Ώ
るキϟラ」を作ることになりました。
　ϓϩジェクτを進めるதで学生の皆さんが「Ώるキϟラ」を調べ、その໨的やഎܠを୳ることによって、今ճ作るキϟラクλʔ
を҆қに作らず、ࢢ໾ॴ環境՝の思いなどにも഑ྀし作੒にऔり૊んでいるその࢟に感ँし、また、学生さんからҲれ出るύϫʔ
を感じています。ϓϩジェクτの活動としては、����年 �݄に実ࢪした「ながくて環境フェア（ࢢओ࠵による）」のதでϓϩジェ
クτνʔϜのϒʔスを企画し、ࢢຽの方から「Ώるキϟラ」のアイデアをืूしたり、自分たちの活動をステʔジ発දするなど
いよいよ本֨的になってきました。
　今後も、「Ώるキϟラ」׬੒、そして、࣍のステッϓに޲けて、ともにྗڠしてऔり૊んでいきたいと思っています。一緒に
。ுりましΐうؤ

ʲ学生の声ʳ

ʲ஍Ҭのํの声ʳ

ʲ参加したอऀޢのํのײ
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どもୡのࢠとऀྸߴ
が見えるإ
くりͮ܎ؔ

、୐を๚Ͷてऀྸߴどもୡがࢠ
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支えあうことができるまちͮくり

の方にؔわりたऀྸߴどもୡが自ओ的にࢠ
くなる場໘ͮくり
どもୡにお願いがでࢠの方が地域のऀྸߴ
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�݄��日（日）
�݄�日（ۚ）ʙ ��日（౔）
�݄��日（౔）
��݄�日（日）
��݄��日（日）

։࠵೔ ໊ۀࣄ Ճऀ਺ࢀ
なごやであそびୂ「౦ࢁ動২෺Ԃに行こう！」
なごやであそびୂ「おとまり会をしよう！」
う͌るく「サϚʔキϟンϓをしよう！」
なごやであそびୂ「େ学ࡇ΁行こう！」
なごやであそびୂʷう͌るく「クリスϚス会をしよう！」

��Ո଒ ��名
� ̔Ո଒ ��名
��Ո଒ ��名
� ̑Ո଒ ��名
��Ո଒ ��名



8

　国際੨年育੒事業は、日本とॾ外国の੨年
とのަྲྀを通じて੨年૬ޓの༑޷とཧղをଅ
進し、੨年の国際的視野を広͛、国際ࣾ会で
リʔμʔシッϓを発شできる੨年の育੒を໨
、࿨国ڞしています。今ճは、日本とϖルʔࢦ
リτアニアڞ࿨国の੨年のަྲྀをਂめる � ധ
� 日の߹॓ྲྀަܕϓϩグラϜにѪ知॔ಙେ学
学生 � 名が参加しました。ϓϩグラϜのதで
は、จԽɾ教育ɾ環境の � つのテʔϚに分か
れた現場視࡯やディスカッション、各国のจ
Խ঺հなどを通して૬ޓཧղをਂめました。

಺ֳ෎ࡍࠃ੨年ҭ੒ۀࣄ　Ѫ஌ݝड͚ೖΕプロάラϜ

　地域活ੑԽや地産地ফ、食จԽにڵ味がある学生たちが「名古屋コʔνンのັྗを、एい人にも知ってもらいたい！」とい
う思いで݁੒し、���� 年౓は「おもてなしレシϐ」コンテスτの企画ɾ実ࢪや、एऀ޲け情ใࢽ「とりͤつ」の੍作にऔり૊
みました。

԰コーνン΋り͋͛ୂݹ໊

交流文化学科２年　ઙ໺ ༗߳
　̎日間のϓϩグラϜを通して、ւ外੨年の方と一緒にご൧を食べたり、གྷったりՎったりして、たとえւ外に行ってもなかな
かできない経験をすることができました。
　ӳޠを使ったディスカッションでは、私たち日本人の考え方はなんてݎいのͩΖうと思うことがありました。それは � 人のւ
外੨年が「ւが៉ྷͩから外でディスカッションをしよう」とఏҊしてきたことです。私は、ܾめられていることをมߋするな
どとは考えたこともなかったので、とてもڻき、ここが日本人の考え方とのҧいͩと感じました。また、จԽ঺հでは、それͧ
れが自分たちの国をその国らしくද現していて、จԽがҧえばද現もҟなることを実感しました。
　ւ外੨年と比べて日本人はফۃ的ͩと感じることが多くあり、この事業΁の参加をきっかけに、私は一人の日本人としてもっ
とތりを持てる人になりたいと思うようになりました。ӳޠを使ったこのϓϩグラϜは、私にとってレϕルのߴい挑戦であり、
্खくいかないこともありましたが、たくさんのことを学び、気෇くことができました。これからは、日本と外国を繋͙࢓事を
したいという私の໨ඪに޲けて、これらのことを活かしていきたいです。

ʲ学生の声ʳ

交流文化学科̐年　໦શ ग໹ಸ
　େ学̐年間のूେ੒として地域ݙߩを実ફ的に学びたく参加しました。「名古屋コʔνン」は、知っていてもなかなか食べる
機会がないというଘࡏでした。この活動を通して、こんなにもおいしくて਎ۙなんͩ！と知り、このڻきをಉじएऀにもっと伝
えたくなりました。೶業ηンλʔの方ʑと一緒に、料ཧコンテスτ開࠵やイϕンτ参加、テレビ出ԋ、ࢠ࡭作り౳、໓多にମ験
できないことにऔり૊まͤていたͩき、私自਎本౰にॆ実していました。また、গしでも多くの方に名古屋コʔνンを਎ۙに感
じていたͩけたと思います。自分のՈ଒にも名古屋コʔνンがਁಁしたこともخしかったです！

ʲ学生の声ʳ

ʲ஍Ҭのํの声ʳ

　「োがいのあるࢠどもୡをϒルʔϕリʔാに招こう！」とτϤλंମ᷂のࣾһɾ̤ ̗の皆さんの੠かけで、知立ࢢɾמ୩ࢢ
ࣾ会෱ڠࢱ議会、Ѫ知॔ಙେ学、Ѫ知教育େ学のϝンόʔで企画し、౰日はোがいのあるࢠどもୡのϒルʔϕリʔఠみのサϙʔ
τ、ϒルʔϕリʔを使ってのϫʔクショッϓを行いました。
　各ஂମがूまった事લのグルʔϓϫʔクでは、「োがい΁のཧղ」や「どのようにおもてなしをするか」をみんなで考え、
౰日に޲けて४උをしました。また、౰日はϒルʔϕリʔఠみの後、ࢠどもୡがֆをඳいたり、ఠんͩϒルʔϕリʔの量をܭっ
て、ॏさをڝい߹いました。

τϤタंମ᷂ओ࠵ োが͍ࣇとの交流Πϕンτ

⿠事લにτϤλंମさまやѪ知教育େ学の皆さんと企画を考えたり、োが
いのあるࢠとのؔわりについて考えることで、౰日、ྗڠしてӡӦする
ことができました。
⿠োがいのあるࢠと � 対 � でؔわることで、どう઀したらྑいか学ぶこ
とができました。

⿠普段はपғを気にするࢠが、今日はϘランティアさんがしっかり気持ちをडけࢭ
めてくͩさって、ָしくաごͤているようでした。
⿠人ࠞみには行けないࢠが、今日は皆さんとָしくϒルʔϕリʔఠみができました。
ੋඇ、また機会をつくって΄しいです。

ʲ学生の声ʳ

ʲ参加したอऀޢのํのײ
૝ʳ

　　ηンターۀ೶ࢢ԰ݹ໊
ச܎ٴී࢈長　౉ล ਖ਼ ༷

　私たちは地域ݯࢿである名古屋コʔνンのັ
ྗをएいੈ୅に知ってもらい、その情ใを発৴
して΄しいと考えていました。この思いをѪ知
॔ಙେ学̘̘̘にお伝えしたとこΖ、名古屋
コʔνンをޫ؍や֗おこしのπʔルとして活༻
したいという学生さんたちがूまり、「名古屋
コʔνンもりあ͛ୂ」が݁੒されました。さま
͟まな活動にऔり૊まれ、���� 年౓の活動の
ूେ੒として「とりͤつ」（名古屋コʔνンの
おいしさをָしむղ説本）のฤूにまでࢸりま
した。来年౓も活動をܧ続されることをੋඇお
願いいたします。

　����年 �݄ �日に᷂デンιʔ本ࣾにて「デンιʔϋʔτフルまつり」が開࠵されました。౰日のӡӦサϙʔτϘランティ
アとして、໿ �� 名のѪ知॔ಙେ学学生が参加しました。また、$$$ の学生スλッフが「૝いを伝え -E55E3」と୊し、ख
。の感ँを伝えるきっかけ作りのϒʔスを出లしましたࠒを通じて日ࢴ

σンιーάϧープϋーτフϧ·つり

⿠デンιʔϋʔτフルまつりでは、講ԋ会やたくさんのϒʔスがあり、ڵ味ਂい
ものばかりでした。
⿠参加される方ʑのসإがとてもًいていました。
⿠$S3 ってなんͩΖう？と考えるきっかけになりました。
⿠一人ͻとりに໨を޲けてくれ、ࣾһの方ʑがとても温かかったです。
⿠ࢠどもからおとなまで෯広い年୅の方がϒʔスに来てくれました。୭にѼてて
ॻくのか、Կをॻこうか೰んでいる࢟がとてもඍসましく、企画してよかった
です。　

᷂σンιー ૯຿෦ ࣾձݙߩਪਐࣨ　໦ଜ ګ子 ༷
　「ϋʔτフルまつり」は、デンιʔのࣾ会ݙߩイϕンτのूେ੒で、ຖ年多
くのデンιʔグルʔϓࣾһ、地域ஂମɾ学生の皆さんに参画௖き、多くの参
加ऀの方にָしんでいたͩいています。ຖ年、多くのѪ知॔ಙେ学 $$$ の
学生さんにϘランティアとして参加いたͩき、たい΁ん৺ڧく思っています。
̣̥̤ஂମやࣾһϘランティアϒʔスでの෺ൢやମ験コʔφʔのおख伝いな
ど、活動಺༰は༷ʑですが、皆さんসإでྟ機Ԡมに対Ԡしてくͩさり、҆
৺してお願いできています。この活動を通じて、Ϙランティアの経験ͩけで
なく、企業の進めるࣾ会ݙߩ活動ってどんなものͩΖう？ということをମ験
し、今後、学生の皆さんが༷ʑな活動に参加していくきっかけのͻとつにな
れば޾いです。

ʲ学生の声ʳ

ʲ஍Ҭのํの声ʳ

（ҎԼ、ϋʔτフルまつり）

CCC 学ੜスタッフ
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３ʵ２ɽ学಺ॿ੒ۀࣄ「νャレンジフΝンυ」

　CCC では学生によるさま͟まな自ओ活動をॿ੒する「チャレンジフΝンド」をઃけています。地域のニーズ
やࢥいにԠえる活動や、社会的に意ٛの高い活動にରして、Ѫ஌॔ಙେ学後ԉ会のྗڠをಘてۚࢿ໘でのॿ੒
を行っています。
　2013 年度は、18 ஂମが࠾୒され、地域でͦれͧれの活動をల開しました。以下、֤ஂମの活動֓ཁについ
て঺հいたします。

͋͡Ύ͋͢
͋͡Ύ͋͢のস૿إ΍ͦ͏ܭ画

目　的

　地域の子どもたち、োがいऀࢧԉࢪઃ
の方ʑとの交流を通して、みんなのসإ
を増やすこと。

【団体概要】
代ද：ࡾ୐ ࿨　
　　　（福祉貢献学科 3 年）
メンバー਺：7� 名

͏͌るく
子Ͳ΋ͨͪと「8JUI」ɹ「8BML」

目　的

　౦日ຊେ਒ࡂによりѪ஌ݝ内にආ೉し
ている子どもたちと、名古屋近߫にॅΉ
子どもたちが、キャンプを通じてࢥい出
を共有すること。

【団体概要】
代ද：࡚܀ ᰜଠ
　　　（人ؒ情ใ学科 2 年）
メンバー਺：30 名

Τコのつ΅Έ
Α͏ʂ͛޿૝͍Λ͙ܨ

目　的

　学内で྘のカーテンづくりを行い、େ
学生のエコ意識の্޲とライフスタイル
を見直すきっかけづくりをすること。

【団体概要】
代ද：੢ࢁ ༟ل
　　　（ビジネス学科 3 年）
メンバー਺：4� 名

カラコϛュ
ϝσΟΞコンςʙ޿ͯ͛ܨがる๻Βのカラコϛュʙ

目　的

　伝えたい૝いがあっても̍人ではࠔ೉
であったり、खஈがない方ʑのため、一
ॹにࣸ真やԻ੠を࢖ってಧけるおख伝い
をすること。

【団体概要】
代ද：安藤 ᐼ
　　　（メディアプロデュース学科 3 年）
メンバー਺：8 名

ձڀݚྗڠࡍࠃ
5BCMF 'PS 5XP Λ஍Ҭ΁͛޿るʂ

目　的

　日ຊが๊える食ྉഇغやංຬの໰୊、
開発్্国が๊えるශࠔやٌծの໰୊を
みつめるػ会をͻΖ͛ていくこと。

【団体概要】
代ද：฻石 ࡾ௡ك
　　　（心理学科 4 年）
メンバー਺：9 名

͚ͬ͜͜ー
子Ͳ΋ͨͪʹѪとসإΛಧ͚Α͏ʂ

目　的

ઃで฻らす子どもたちがおࢪޢಐཆࣇ　
もいっきり؁えて༡べる時ؒをつくり、
৽たな出会いや気づきをಘられるおख伝
いをすること。

【団体概要】
代ද：橋口 かのこ
　　　（教育学科 2 年）
メンバー਺：17 名

খ島θϛ
日ຊޠʹೃછΜͰɺΑりॆ࣮ͨ͠日ʑΛɻ

目　的

　外国人実श生としてདྷ日している方ʑに、ָしみな
がら学んでもらうことを໨ࢦした日ຊޠサϙート活動
を行い、日ຊの生活श׳や文化を஌ってもらうこと。
また、多文化共生についての理ղを深めること。

【団体概要】
代ද：松Ԭ 美ൕ
　　　（教育学科 4 年）
メンバー਺：1� 名

コϛュカフェ
෱ࢪࢱઃ͔Β͸͡·る·ͪͮくり

目　的

　月に̍度のカフェ活動を通して、福祉
れるدઃを地域の方たちが気ܰにཱちࢪ
。いの৔にしていくことܜ

【団体概要】
代ද：Ӝล 綾子
　　　（心理学科 2 年）
メンバー਺：17 名

コンϖ
2013 年 6 月 9 日（日）

ೝ定ࣜ
2013 年 6 月 19 日（ਫ）

会ࠂऴใ࠷
2014 年 3 月 17 日（月）

ৼりฦり会
2014 年 1 月 28 日（火）
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"S6 ਒ࡂ෮ڵԠԉプロジェクτ
CBOEMF /JHIU ʙ "S6 ਒ࡂ෮ڵԠԉプロジェクτʙ

目　的

　౦日ຊେ਒ࡂの෩化を๷ぎ、自分たち
の฻らすまちでの๷ࡂ意識を高めていく
ためにキャンドルφイトを通して意識づ
けをすること。

【団体概要】
代ද：藤ඌ ᠳଠ࿕
　　　（ビジネス学科 3 年）
メンバー਺：10 名

"S6 ΁の 'VOGBJS
Ѫ஌॔ಙେ学ੜʹΑるѪ஌॔ಙେ学ੜのͨΊの
　　　　　　　　　　　　　　　　　フェΞτレーυਪਐʂ
目　的

　ものをߪೖすることを通じて、୭でも
出དྷる国際ྗڠのͻとつであるフェアト
レードをେ学生に広͛ること。

【団体概要】
代ද：Տ田 ࿕ಸ
　　　（人ؒ情ใ学科 3 年）
メンバー਺：8 名

"S6 FMFNFOU QSPKFDU
খ学ޠࠃ֎ߍʢӳޠʣ׆ಈサϙーτ

目　的

　長ٱखࢢ、日ਐࢢの小学ߍでの外国ޠ
活動サϙートを通して、子どもたちに外
国ޠに৮れるָしさを伝えること。

【団体概要】
代ද：๺֞ かなえ
　　　（ӳ文学科 3 年）
メンバー਺：�� 名

'TVT� 
ԻָΛ΋ͬと਎ۙʹ♪ʙԻָΛ通ͯ͠交流ΛਂΊɺ
　　　　　　　　　　　　ԻָͰਓとਓとのྠΛ͛޿Α͏ʙ
目　的

　地域の方ʑにԻָのָしさを஌ってい
ただき、地域にԻָの「ྠ」、ͦして人
の「ྠ」を広͛ること。

【団体概要】
代ද：඿࡚ ߳菜ֆ
　　　（メディアプロデュース学科 4 年）
メンバー਺：14 名

�10HSBQI
長久手ΛࡱΖ͏ʂ

目　的

　学生のࢹ఺で長ٱखの༷ʑな༷子をࡱ
Өし、ࣸ真を通して৽たなまちのັྗを
発信すること。

【団体概要】
代ද：藤Ԭ ઘ早
　　　（心理学科 4 年）
メンバー਺：4 名

͜Ίˑ͜ΊくΒͿ
ࣗવʹؼるʙాΜ΅͔ΒΈ͑るͪͨࢲのੈքʙ

目　的

　子どもたちに田ん΅にೖってもらい、
ͦこにある໋をײじてもらうことで「食」
への意識を持つきっかけをつくること。

【団体概要】
代ද：藤ຊ ྋ子
　　　（交流文化学科 3 年）
メンバー਺：13 名

͸ͽ͹る
ΈΜなΛসإʹʂ

目　的

　バルーンアートを通して子どもたちの
創଄ੑや޻෉ੑを育てていくとともに、
༷ʑな方との交流の৔をつくること。

【団体概要】
代ද：ᖒ田 真名美
　　　（医療貢献学科 3 年）
メンバー਺：12 名

෱ݙߩࢱ学ձ　஍Ҭີண൝
஍ҬのͨΊの׆ಈ
目　的

　োがいのある方ʑが日ৗ生活のதでײじるࠔり
͝とを、地域の方ʑにٙࣅମݧしてもらうことに
よって、福祉にରする関心を深めてもらうこと。
また、健ৗऀとোがいのある子どもが一ॹに༡べ
るػ会をつくること。

【団体概要】
代ද：ࣇ島 ༔ే
　　　（福祉貢献学科 2 年）
メンバー਺：26 名

େ学ߦ࣮ࡇ委員ձ SIBSF TNJMF
ࣨڭ୅Ͱ஍Ҭ交流　͓ྉཧੈࡾ

　小学生や高ྸऀの方ʑとେ学生がおྉ
理教室を通して、地域のதでの多世代交
流を深める৔をつくること。

目　的
【団体概要】
代ද：小出 Ѫւ
　　　（交流文化学科 2 年）
メンバー਺：9 名

େ学ੜʹ΋ΤシカϧΛʂ
େ学ੜʹ΋ΤシカϧフΝッションΛʂ

目　的

　地ٿ環境に഑ྀしたૉࡐと生࢈方๏に
よ っ て 生 み 出 さ れ る「ྙ 理 的 な
	E5)IC"-
」フΝッションをେ学生に広
͛ること。

【団体概要】
代ද：松Ҫ 里菜
　　　（交流文化学科 2 年）
メンバー਺：14 名
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　　　（交流文化学科 2 年）
メンバー਺：9 名

େ学ੜʹ΋ΤシカϧΛʂ
େ学ੜʹ΋ΤシカϧフΝッションΛʂ

目　的

　地ٿ環境に഑ྀしたૉࡐと生࢈方๏に
よ っ て 生 み 出 さ れ る「ྙ 理 的 な
	E5)IC"-
」フΝッションをେ学生に広
͛ること。

【団体概要】
代ද：松Ҫ 里菜
　　　（交流文化学科 2 年）
メンバー਺：14 名
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2013年度 ׆ಈ࣮੷４
　2013 年度、ओな地域との࿈ܞ活動の一部を以下の通りใࠂします。

　　長ٱख古ઓ৔ࡩまつり
　　～マイസづくりサϙート～
　　（長ٱखࢢ、学生ஂମ エコのつ΅み）
　　+IC" メキシコݚम員との交流会（+IC" த部国際センター）
　　環境 N10・N(0 長期インターンシップ

４月４月

　　地ٿのチカラアカデミー（౦๜Ψス᷂）
　　φマステ・インディア 2013
　　 JO ,"3I:"（מ谷ࢢ国際交流ڠ会）
　　秋のフルーπフェア޻作ブース（౦谷ࢁフルーπパーク）
　　リニϞでϋロ΢ィーン（N10 ๏人フィール・β・ϫールド）
　　長ऀொΚびすࡇり（長ऀொΚびすࡇり実行委員会）
　　国際子ども学ߍӡ動会（国際子ども学ߍをࢧԉする会）
　　ϫールド・コラボ・フェスタ 2013
　　（ϫールド・コラボ・フェスタ実行委員会）
　　നۚࣇಐؗコミュニティカフェ「ϋロ΢ィン」（学生ஂମ りんく）
　　国際イϕントでのブース出ల「アジアの文化঺հ」
　　（学生ஂମ "CE）
　　星が丘Ψールズマルシェ（学生ஂମ あっさ部、きら

きらしたら、名古屋コーチンもりあ͛ୂ、7FHF (BHB）
　　地域活ੑ化・まちづくり活動、環境活動、長期実

践ܕインターンシップ

10月10月

　　めいとうボランティアల
　　（名౦۠社会福祉ڠ議会）
　　೶ۀセンターまつり（名古屋ࢢ೶ۀセンター）
　　名古屋の若ऀにଃる～ NBHPZB SXFFUT 1SPKFDU ～
　　（名古屋ࢢ੨গ年交流プラβ）
　　̡ 共催ʳボランティアカフェ「こと͹でできるボラ

ンティア」（ެӹஂࡒ๏人あすて）
　　リニϞԊઢ学生交流活動ࢧԉ事ۀ「しあわͤステー

ション」（学生ஂମ はͽこら）
　　名古屋コーチン「おもてなしレシϐコンテスト」
　　（学生ஂମ 名古屋コーチンもりあ͛ୂ）
　　長ٱख๷ࡂ活動「DP NBCF NFU N"(",65E」
　　（学生ஂମ DP NBCF NFU）
　　小学ߍでの自ओاը「国際理ղ教室」（学生有ࢤ）
　　N10 ๏人でのインターンシップݚम

11月11月

　　日ਐࢢडୗ事ۀ「子ども国際理ղ教室」
　　（日ਐࢢࢢຽڠಇ՝）
　　CBOEMF NJHIU NBHPZB 2013
　　 （N"(0:" 学生キャンパス「φΰߍ」）
　　Ѫ・N クリーン～わたしたちの lまちʡをきれい

にしよう～（長ٱखࢢくらし文化部環境՝）
　　長ٱखࢢΰミྔݮプロジェクト
　　（長ٱखࢢくらし文化部環境՝）
　　クリスマス会（名古屋ࢢোऀ֐スϙーπセンター）
　　ήンキ・すまいる・プロジェクト
　　（Ѫ஌ݝඃࢧऀࡂԉセンター）
　　༨Ջ活動（ಛผཆޢ࿝人ϗーム Ѫ஌たいようのై）
　　クリスマスカードキャンϖーン
　　（ಛ定ඇӦར活動๏人チェルϊブイリٹԉ・த部）
　　CCC 環境講座ʰエネルΪー ʷ 環境ʱ～ ESD カフェ 持

続可能な明日のつくり方～（（ެࡒ）名古屋国際センター）
　　桝塚味噌 見学πアー（学生有ࢤ）
　　-FUʟT CF ʠMFBEFSʡT ʂ（CCC 学生スタッフ）
　　നۚࣇಐؗコミュニティカフェ「クリスマス会」（学

生ஂମ りんく）

12月12月

　　デンιーϋートフルまつり（᷂デンιー）
　　ୈ 2� ճ Ѫ஌サマーセミφー
　　（Ѫ஌サマーセミφー実行委員会）
　　োがいのある子どもたちとのブルーϕリーఠみイϕント
　　（トϤタंମ᷂）
　　നۚࣇಐؗコミュニティカフェ「ࣣ༦」、「Նࡇり」（学生ஂମ りんく）
　　「ӳޠであͦ΅う」（ӳ文学科 学生ஂମ）
　　N(0 での国際ྗڠ活動、キャンプカ΢ンセラー

７月７月

　　日ਐࢢडୗ事ۀ「パパԠԉ講座」
　　（日ਐࢢࢢຽڠಇ՝）
　　Նٳみ子ども日ຊޠ教室
（名古屋国際センター（ࡒެ））　　
　　ୈ7ճ 子どもฏ࿨フΥーラム
　　（名古屋学生੨年センター）
　　;れあい交流会2013（名౦۠社会福祉ڠ議会）
　　ເいっͺいのಛ౳੮ 福祉コンサート
（ஂָڹ名古屋フィルϋーϞニー交（ࡒެ））　　
　　ήンキ・すまいる・プロジェクト
　　（Ѫ஌ݝඃࢧऀࡂԉセンター）
ը「世界を஌Ζうʂ」اಐؗでの自ओࣇ　　
　　（学生ஂମ "CE）
　　ネイチャーήーム（学生ஂମ ちΌっちる）

８月８月

　　9UI N"(0:" 6ND06,"I
　　（名古屋঎޻会議ॴ）
　　おでかけボランティア（（ެࡒ）アジア保健ݚमॴ）
　　内ֳ෎国際੨年育੒事ۀ　Ѫ஌ݝडけೖれプログラム
　　（Ѫ஌ݝ、Ѫ஌ݝ੨年国際交流ߏػ）
　　名ཆデイキャンプ
　　（名ཆクラブデイキャンプ実行委員会）

９月９月

　　トロϐカルフルーπフェア
　　（౦谷ࢁフルーπパーク）
　　こどもの日、ମݧͻΖ͹（名古屋ࢢ೶ۀセンター）
　　ୈ4ճ ESDڀݚ・活動発ද会（த部େ学 国際ESDセンター）
　　ϋートフルデー（᷂デンιー）
　　հॿݘフェスタ 2013（社会福祉๏人 日ຊհॿڠݘ会）
　　長ٱखࢢࢢがಎ地۠「クリーン活動」
（会࿈߹会࣏がಎ地۠自ࢢ）　　
　　"26" S0CI"- 'ES�� 2013 ～名古屋の自વとਫにँײしよう～
　　（藤前ׁׯクリーンେ作ઓ実行委員会、த日৽ฉ社、トϤタ自動ं᷂）
　　ཹ学生とのҟ文化交流「8PSME CBGF」（学生スタッフ）
作޻ಐとの集ஂ༡びとࣇ　　
　　「おܑさん・お࢞さんと学΅う」（学生有ࢤ）
　　౦日ຊେ਒ࢧࡂԉ、世界੨年のધ、+IC" 地ٿҊ内人
　　ボランティア、ւ؛清૟活動、N(0 での国際ྗڠ活動

５月５月

　　ւ外ࢧԉ 衣ྉճऩ活動（᷂デンιー）
　　クリーンキャンϖーン・な͝や 2013
　　（᷂デンιー）
　　名古屋ࢢ৬員の方とのΰミ分ผ共ಉ८ճ
　　（名古屋ࢢઍछ環境事ۀॴ）
　　CCC 環境講座ʰ食 ʷ 環境ʱ～ͻとͶる味噌蔵～
　　（蔵元 桝塚味噌）
　　活動学生交流会 ボラコミ
　　～૝いをデβインしよう～（CCC 学生スタッフ）
　　長期実践ܕインターンシップ、ւ؛清૟活動、

N(0 での国際ྗڠ活動、キャンプカ΢ンセラー

６月６月

　 ʜ活動ࢀ加
　 ʜCCC ըا
　 ʜ学生اը
　 ʜ活動ใࠂ会
　 ʜ࿈ܞ事ۀ

　　Ѫ஌な͝やઇまつり
　　（Ѫ஌な͝やઇまつり実行委員会）
　　ESD େ学生リレー・シンϙジ΢ム「生物多༷ ・ੑ食・

೶と持続可能ੑ」（Ѫ஌学長࠙話会）
　　౦日ຊେ਒ࢧࡂԉ（キャンドルφイト）

１月１月

　　日ਐࢢडୗ事ۀ「パパԠԉ講座」
　　（日ਐࢢࢢຽڠಇ՝）
　　名౦۠人ݖଚॏまちづくりडୗ事ۀ「めいとうˑといΖ～

カルタをつくΖう～」（名古屋ࢢ名౦۠まちづくりਪਐ室）
　　ESD まつり（+IC" த部国際センター）
　　地ٿのチカラアカデミー（౦๜Ψス᷂）
　　バレンタインチョコをつくΖう（౦谷ࢁフルーπパーク）
　　+IC" に行こうπアー（CCC 学生スタッフ）

２月２月

　　΅らマッチʂな͝や（名古屋ࢢ）
　　マラιンフェスティバルφΰヤ・Ѫ஌ 2014
　　（マラιンフェスティバルφΰヤ・Ѫ஌実行委員会）
　　すみれのଃఄࣜ レクリエーション（੉ށ信༻ۚݿ）
　　+IC" メキシコݚम員との交流会（+IC" த部国際

センター）
　　ながくて環境フェア（長ٱखࢢくらし文化部環境՝）

３月３月

　　名古屋ࢢ内ࣇಐؗイϕントサϙート、
　　小த学ߍでのतۀサϙート、
　　日ຊޠ教室、高ྸऀ外出ࢧԉなど
　　ख話 DE ランチ
　　名古屋ࢢ内ࣇಐؗでのスϙーπクラブ

通 年通 年

ར༻ঢ়گ
（2013年4月1日～ 2014年3月31日までの૯ܭ਺）

̘̘̘ొ࿥者਺ʜ2
337 名（ຊ学学生の໿ 26ˋ）
　　　　　　　　ＣＣＣから഑信されるボランティア

情ใの取ಘ、活動にࢀ加するための
ొ࿥

̘̘̘ར༻者਺ʜ14
319 名
　　　　　　　　情ใ取ಘ、活動ใࠂ会、ランチタイ

ムاըࢀ加、活動の૬ஊ・ミーティ
ングなどでདྷ室する学生のԆべ人਺

̘̘̘ではఆظ的にϘランティア情ใを発行しています。੨গ年育੒、
環境活動、国際ަྲྀ、෱ݙߩࢱなどの分野の活動を঺հし、学生がそれ
ͧれにڵ味ɾؔ৺のある活動に参加できるようになっています。����
年౓はϝʔル഑৴をؚめ、ܭ��߸のϘランティア情ใを発行しました。

おனご൧を食べながら、気軽にお話を聞いたり、༷ ʑなަྲྀができる̘̘ ̘ラ
ンνλイϜ企画を実ࢪしています。Ϙランティア活動に参加した学生が、活動
のັྗや活動を通して得た気ͮきをଞの学生に伝えるϘランティア活動ใ
。に学び、考える場ͮくりのランνλイϜとなっていますڞ会など、学生がࠂ
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CCC 学ੜスタッフの׆ಈ

　ＣＣＣは、େ学にあるさま͟まな૝いをもって多くの学生が集まる৔ॴとなっています。ＣＣＣ学生スタッフ
は、ಉじ学生という໨ઢから、学生の૝いをかたちにするॏཁな໾ׂを୲っています。ͻとりͻとりのੑݸを
活かし、৽たなチカラをともに発見するおख伝いもしています。
　また、学生スタッフとしてＣＣＣを঺հするだけでなく、自らاըなども行い、自分たちの活動の෯を広͛
ています。

Ӌ田野有ل（スϙーπ・健康医科学科 4 年）
高木　༞ଠ（スϙーπ・健康医科学科 4 年）
恵理（メディアプロデュース学科　ྠࡾ 4 年）
島里ࣿ子（国文学科ࡾ 4 年）
๺֞かなえ（ӳ文学科 3 年）
松Ԭ　࡙ر（福祉貢献学科 2 年）
安藤　༎࠸（人ؒ情ใ学科 2 年）
үଜ　ֆ理（福祉貢献学科 2 年）

ӓҪ　早ل（交流文化学科 4 年）
加藤エリカ（交流文化学科 4 年）
Ԙ࡚　ະདྷ（交流文化学科 4 年）
த川　由有（ビジネス学科 4 年）
藤ຊ　ྋ子（交流文化学科 3 年）
୍　ѥࣿ美（交流文化学科 3 年）
੢ࢁ　య༎（ビジネス学科 3 年）

ʲ׆ಈ಺༰  r
ʬ日ʑの׆ಈʭ
　˖学生ରԠ
　　（ボランティア情ใなどのఏڙ）
　 「̟コラボ通信」、ࣔܝϙスターなどの作੒ 
ࠂใࢪըཱҊ、実ا˖　
　˖ॻྨ、チラシ、ࣸ真などه࿥物の؅理
৽トϐックス౳の঺հ࠷˖　
൘レイア΢トࣔܝ˖　

ʬ年ؒΛ通ͨ͠׆ಈʭ
　˕ＣＣＣを঺հする
　　・オープンキャンパス、৽ೖ生Ψイμンスなど
　˕スキルアップをਤる
　　・学生スタッフ߹॓
　　・活動ৼりฦ会ミーティング
ଞʹ΋ʜ
　˕自らاըする（2013 年度）
　　・「デンιーグループϋートフルまつり」ブース出ల
　　・高ߍ生޲けϫークショップ「ϐースをつくΖう」
　　・学生スタッフاը「-FUʟT CF ʠ-FBEFSʡT�」

学ੜスタッフ企画「-FUʟT CF ʠ-FBEFSʡT�」

　2013 年 12 月 18 日に、༷ʑな活動ஂମでリーμーをしている人、これからリーμーになる人や、リーμーにڵ
味のある人をର৅にしたϫークショップ「-FUʟT CF ʠ-FBEFSʡT�」を開催しました。

参加者のײ૝
⿠リーμーのྠができてよかったʂपりのօがリーμー。話すことが্खな人、

気ݣいができる人、৭ʑなリーμーがいていい。自分のྑさを生かしたリー
μーになりたいとຊ౰にࢥいました。

⿠೰んでいるのはԶだけじΌない、୭でも೰んでいるということを࠶ೝ識でき
ました。

⿠リーμーとしてどうあるべきか、またリーμーになった後がॏཁなんだと分
かる、す͝くྑいػ会でした。

ʙଔ͢ۀる学ੜスタッフのݴ༿ʙ

スϙーπ・݈߁ҩ科学科̐年　ߴ໦ ༞ଠ
　私は、ೋ年生のときからࡾ年ؒ、学生スタッフとして活動してきました。はじめは、学生にＣＣＣのことやボランティ
ア活動の詳ࡉなどをうまくઆ明できたかどうか೰Ήことが多かったです。ボランティア活動をしたことのない学生にあ
る活動を঺հしたとこΖ、「໘നͦうだからࢀ加してみますʂ」とݴってくれ、スタッフとしてうまくઆ明できたとࢥい、
自信がつきました。ͦの後、ͦの学生から、「ࢀ加してみてྑかった」「ָしかった」とใࠂがあり、とてもخしくなり
ました。
　ＣＣＣに関わるようになってから、ද情๛かになったͶ、優しくなったͶ、とݴわれることがあります。学生スタッ
フとしてଞ学部の学生と઀したり༷ʑなボランティア活動にࢀ加して৭んな人と઀することで、人と関わることのָし
さ、تびをײじ、自分をදݱすることができるようになったからだとࢥいます。自分を੒長さͤてくれた人たちに、ײ
ँしたいです。
　େ学࢛年ؒをৼりฦると、ৗにＣＣＣがத心にあったようにࢥえます。ＣＣＣと出会えたことで学生生活がେ変ॆ実
した、ૉఢなものとなり、自分自身、େきく੒長できました。ここでのݧܦを活かし社会に出てもؤுっていきたいです。

交流文化学科̐年　Ԙ࡚ ະདྷ
　CCC での活動を通じてもっともڧくײじていることは、ʠDIBOHFʡです。一年࣍から CCC にある環境ஂମにॴଐし、
ೋ年࣍からは学生スタッフとして活動してきました。学生スタッフとして、一つのݧܦを通してこんなに人って変わる
んだ、自分らしさってこんなに໘നいんだ、と੒長していく学生を見る度にڻいていました。私にはͦのきっかけを༩
えること、ྭましながら一ॹに活動することくらいしかできまͤんが、一ݴのアドバイスで多くの学生が自分のಓを੾
り୓いていっている࢟には多くのܹࢗをもらっていました。
　CCC でのࢥい出はたくさんあります。100人以্の人前での司会にとてつもなくۓுしたことも、ਏいときにԹか
いݴ༿をもらい、人の優しさをٽきたいくらい実ײしたことも、ॳめてでした。社会にはこんなに໘നいେ人がいる、
自分の考えを持っている学生がいるという出会いが私の世界をどんどん広͛てくれました。େ学生にしかできない、ମ
年ؒでした。これか࢛のͻとつͻとつがๅ物です。ຊ౰に幸ͤなݧܦしなけれ͹わからない、ͦんなかけがえのないݧ
らは社会人として、このたくさんの人をܨいでいきたいとࢥいます。

ओ࠵ɿಛఆඇ営ར׆ಈ๏ਓϢースビジョン 
日ఔɿ2013 年 � ݄ 11 日ʙ 12 日
場所ɿେࢢࡕ੨গ年文化૑଄スςーション

　「େ学ボランティアセンター 学生スタッフセミφー 2013」
に、ＣＣＣから̏名の学生スタッフがࢀ加しました。全国か
ら集݁した֤େ学ボランティアセンターの学生スタッフと共
に、「ボランティア」、また、「ボランティアセンターをもっ
とૉఢな৔ॴにするために私たちができること」について、
みんなで考えました。
　学生スタッフの໾ׂは、学生が地域や社会づくりにࢀ加す
る一歩を踏み出すおख伝いをすること、ࢀ加するଆとडけೖ
れるଆのՍけ橋になること、さら
にͦの૒方が変化するような໾ׂ
を୲っていくことだと学びました。
　より多くの学生にＣＣＣを஌っ
てもらうとಉ時に、一ॹに地域や
社会へඈび出すために、共に考え、
行動していきたいとࢥいますʂ

「େ学ボランςΟΞηンター 学ੜスタッフηϛφー 2013」΁の参加

長久手

星が丘
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CCC 企画 2013「環境サロン」 ニューズレター「コラボ通信」

運営委員・職員一覧

　2012 年度より継続的に行っている「CCC 環境サロン」は、身近な環境から世界の環境を学ぶことで、自ら
の生活の見直しや環境活動への一歩を踏み出すきっかけとなります。環境に関する「気づき」を「より深く、
より広く」することで持続可能な地域社会を自分たちがどのように創っていくのかを学びました。

　ＣＣＣでの取り組みを詳しくお伝えするニューズレター「コラボ通信」を定期的に発行しています。
　2013 年度は、学生スタッフが全頁編集し、学生に親しみやすい内容となっています。

　ライフスタイルの変化とともに、私たちの食生活には「安くて早くて簡単な」食
べ物がどんどん増えてきています。この講座では、古くから伝わる「変わらないもの」
と、時代の流れと共に「変わっていくもの」のバランスを保ちながら、味噌づくり
を通して、人づくりや地域づくりに取り組んでいる桝塚味噌の野田清衛社長をお招
きしました。野田社長より、「食べること」をテーマにお話しいた
だき、いのちをいただくこと、いのちと共に生きていくことを考
えました。
日　時：2013 年 6 月 4 日（火）　18:30 ～ 20:00
場　所：星が丘 CCC 前アクティブラーニングスタジオ
講　師：（蔵元）桝塚味噌 社長　野田 清衛 氏
参加者：10 名

講座「ひとねる味噌蔵」

ビジネス学科２年　棚橋 聖良
　この講座を通して、「食とは生きること」という言葉の温かさを感じました。また、食を見直すことで、日本を支える「産業」
に繋がっていることを実感しました。今後、日本の伝統のすごさを伝えつつ、ビジネス学部での学びを通して、伝統から
考える地域産業についてみんなで考える機会を作っていきたいと思います。

参加した学生の声

　2014 年に「持続可能な開発のための教育（ESD）に関する
ユネスコ世界会議」が開催されるにあたり、持続可能な社会を
築くはじめの一歩として「ESD カフェ♪持続可能な明日のつく
り方」を開催しました。環境に優しいエコクッキングの実践と、
名古屋国際センター（以下、NIC）の外部講師をお招きし、世界
の環境事情についてのお話を伺い、環境への意識を高めました。
日　時：2013 年 12 月 12 日（火）　17:00 ～ 20:00
場　所：星が丘キャンパス エクステンション教室
講　師：デュマバン・フレデリック氏（NIC 外国人講師・フランス）
　　　　スリヤム・ニティヤ氏（NIC 外国人講師・インド）
参加者：18 名

ワークショップ「ESD カフェ♪持続可能な明日のつくり方」

交流文化学科３年　中島 萌子
　今年は名古屋で「ESD（持続可能な開発のための教育）」の国際会議が開かれます。そこで、学生に ESDを気軽に知って、
行動してもらうきっかけになればと「ESDカフェ」を聞きました。　　　
　まずは「食材を皮も一緒に煮込む」「調味料を使いすぎない」「洗剤を意識的に減らしてみる」など普段よりエコを意識
したエコクッキングに挑戦しました。慣れないやり方なので時間がかかってしまいましたが、その分、とってもおいしく
できました！
　続いて、お招きした外国人講師から各国のエコについてお話を伺いました。「環境の考えはあっても、自分の得になら
なければ、ごみはその辺に捨てちゃうよ」とフランス人のフレデリックさん。「宗教にかかわることや昔からの慣習は、
たとえ環境に悪くてもそのまま続いちゃう」とインド人のニティヤさん。これに対して、私たちも、日本のリサイクルの
現状や今までの活動などを数字や写真で説明しました。「日本はリサイクルが進んでいるけれど、それはごみの量が多い
からなんじゃない？」など、３か国の事情を比べながら、広い視野から見た日本の環境と、自分にもできるエコなアクショ
ン方法を学ぶことが出来ました。企画する立場の私も学ぶことが多い一日となりました。参加してくれた皆にもこの経験
が活かされることを願っています。

企画した学生の声

36 号 2013 年 4 月 1 日発行 37 号 2013 年 8 月 1 日発行 38 号 2013 年 11 月 1 日発行 39 号 2014 年 1 月 1 日発行

2013 年度 CCC 運営委員
委員長　ブイ チ トルン （交流文化学部）
委　員　石坂　綾子 （ビジネス学部）
　　　　伊藤　昌亮 （メディアプロデュース学部）
　　　　小早川真衣子 （コミュニティ・コラボレーションセンター）
　　　　樗木　勇作 （文学部）
　　　　黒川　文子 （福祉貢献学部）
　　　　五島　幸一 （メディアプロデュース学部）
　　　　小島　祥美 （文学部）
　　　　篠原　郁子 （心理学部）
　　　　谷口　純世 （福祉貢献学部）
　　　　日置　陽子 （コミュニティ・コラボレーションセンター）
　　　　吉田　　敬 （健康医療科学部）
　　　　若松　孝司 （交流文化学部）
　　　　小田橋恵子 （コミュニティ・コラボレーションセンター）

2013 年度 CCC 職員
長久手キャンパス
　　　　秋田有加里
　　　　後藤　誉子
　　　　宮城島泰子
　　　　伊藤　真由
　　　　多田羅順子
星が丘キャンパス
　　　　福原　春菜
　　　　前田　智子
　　　　安田なぎ子



19

CCC 企画 2013「環境サロン」 ニューズレター「コラボ通信」

運営委員・職員一覧
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